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はじめに

バングラデシュの農村では、実に多彩な非農業の経済活動が営まれている。農村世帯の約 3割 は非

農家であり、農家もまた大多数が兼業である。非農業の活動内容は、商業、職人工業、農業 0非農業

の賃金労働、サービスや運輸、出稼ぎなど多部門にわたる。規模もまた多様であり、例えば商業従事

者には、竹篭一杯分だけの余剰野菜を売る農民から、農家の庭先から少しずつ野菜や卵を買い付ける

末端の仲買人、定期市を巡回する露天商、農村経済の中心である常設市に固定店舗を構える農村の文

脈で言うところの大商人までを見いだすことができる。

これらの非農業の経済活動は、世帯員個人によって、または世帯員間で、複数営まれることが多い。

さらに農家世帯では、複数の非農業の職業と農業が複雑に組み合わされて営まれている。その上、雨

季の集中的な降雨や冠水などの影響で、農業のみならず大半の生業に生産環境と需要の大きな季節差

があり、就業は顕著な季節性を帯びている。このような季節的多就業は、バングラデシュ農村の就業

形態の特徴であり、その傾向は貧困層でより顕著である。近年では、流通・交通手段の大幅な改善に

伴って非農業の職業内容もより多様化し、大都市への出稼ぎのみならず、地方中小都市への通勤とい

う新しい就業形態も見られるようになった。さらに、ムスリムが人口の85%を占めるバングラデシュ

では女性の移動が制限されてきたが、屋敷地 (バ リ)1)の 外で就労する女性も急増している。これら

の変化は、多就業傾向にますます拍車をかけている。

バングラデシュに限らず、農村の就業構造は、水野らが東南アジア諸国の事例により明らかにした

ように、自営農業、農業賃金労働
2、 そして非農業の生業が複雑に組み合わされた多就業形態をとる

のが一般的である (水野 :1995)。 バングラデシュに関していえば、多就業構造そのものは研究対象

とされてこなかった。農村内の非農業就業に関する実証研究が、その増加が顕著となる1980年代後半

以降にようやく本格化したばかりである。研究の多くは、農業経営との関係において兼業形態や非農

業の就業機会の獲得 (転職や参入の形態)な どを類型化し、農村階層の再分類や都市一農村関係の再

検討を試みたものである (海田・マハラジャン :1990、 高田 :1991、 向井 :2000)。 また、拡大する非

農業就業は、「貧困の共有」概念で説明されるような最貧困層が従事する低生産・停滞的な部門なの

か、または新たな農村発展の可能性を秘めた胎動なのかといった議論も見られるようになった (Sen:

1996、 Howlader:1997、 Westergaard:2000)。

これらの研究に共通するのは、非農業の主要な職業のみを取り出して分析する手法であり、個々の
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世帯の多就業構造全体を分析対象とした研究はほとんどない。また貧困層の間で多くみられる短期的

雑業とでも呼ぶべき、数ケ月間のみ従事される職業が分析対象に含まれていないことが多い。ここで、

副次的職業を把握する困難さを指摘しておく必要があるだろう。村人に職業を尋ねると、通常一つ答

えるだけで、季節毎に職業を説明してくれることは、ほぼない。一年にいくつの如何なる職業に就く

かは、月毎に聞き出すか長期間観察しないと分からないだろう。もっとも、高田が論じているように、

バングラデシュ農村住民の職業観に、主生業と副次的職業を区分するという考え方が存在しているか

も明らかにされていない (高田 :1991)。 同様に大半の場合、女性の屋敷地内での就労も分析対象か

ら除外されている。女性は屋敷地内でできる様々な生産活動、例えば野菜栽培や家畜飼育などに従事

している。これらの活動が分析の対象とされてこなかったのは、自家消費目的と販売目的の生産が分

けられておらず、把握しにくいためだと考えられる。

かつて、激しい人口増加に伴う農地の細分化と農業経営の零細化、土地無し農業労働者世帯の増加

が、バングラデシュ農村が抱える主要な問題として盛んに指摘された。そして、これら世帯に十分な

農業労働機会を供給できるような大地主階層は存在せず、農村工業など就業機会の成長も見られない

中で失業が増加し、貧困人口は大都市へ大量に流入すると予測された (Jansen:1987)。 だが予測に

反し、自家農業だけではとうてい生計を立てられない零細・小規模農家や農業労働者世帯は現実に急

増したものの、貧困率はかえって低下し、大都市への人口流入も懸念されたほどには生じていない。

農村世帯は、単に雑多な非農業の経済活動への依存度を高めるだけでなく、季節や市場の変化に応じ

て複数の職業を意図的に組み合わせた戦略的な多就業を営むことで飯米を確保し、生活を向上させて

きたと考えられる。短期的雑業や女性による屋敷地内での就業は、収入は小額でも季節的に飯米確保

が困難な時期に雇用と収入を確保する点できわめて重要であり、季節の推移を考慮した世帯の就業戦

略の中では大きな役割を果たしているのではないだろうか。しかし、世帯単位の多就業構造全体が分

析対象とされない限り、この点は自明ではない。

本稿は、このような観点からバングラデシュ農村の多就業状態そのものを検討し、その特徴を描き

出すことを目的とする。1994年に筆者がボリシャル県Q村で行った調査資料に依拠し、バングラデシュ

農村世帯の多就業構造を、 1)職業の季節的な組み合わせと就業時期、 2)特定の多就業形態を採用

する世帯の特徴のみに焦点を絞って明らかにする。なお、分析の中心的対象は農業のみで生計を立て

るのが困難とされる経営規模1.5エ ーカー以下の農業経営世帯

と非農業経営世帯とし、少数の世帯の就業事例を詳細に検討す

るという手法をとることとする。

1.調査村の概況

調査地Q村 3)は
、バングラデシュ南西部のボリシャル県に属

し、首都ダカからポッダ (ガ ンジス)り ||を挟み直線距離で約

100キ ロ離れている (地図1)。 バスの通う幹線道路から6キ ロ

程奥まり、雨季には用水の堤防を兼ねた未舗装道路が到る所で

決壊するためエンジン付小舟か徒歩で移動するしかない。Q村

が所属する郡の西半分は低湿地帯で、制水門を備えた広域輪中

堤に囲まれている。Q村はその外側に、定期市の立つZバザー

ルがある村を挟んで接している。雨季の冠水は 7月 上旬に始ま

り、 8月下旬-9月下旬に最高となり、11月 上旬には完全に水

地図 1 調査地Q村の位置

ポリシャル県Q村

[出所]筆者作成。
注)県境界線は旧県を示す。



図 l Q村周辺における稲作の変化 (1980年以降)
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[出所]1994年の調査により、筆者作成。
注1)Q村 へのボロ稲 (乾季作米)の高収量品種 (IRRI稲 )の導入は1980年 に始まったが、本格化

したのは1985年 になってからであり、1990年 にはほぼ完了した。

が引く。郡内の稲作は高収量品種ボロ稲 (乾季作)が生産量の 6割を占め、残りの大半は移植型アモ

ン稲 (雨季作)である。しかしQ村では、通常年には耕地の約 9割で高収量品種ボロ稲の一期作しか

できず、僅かな中高位地でのみ移植型アモン稲との二期作が可能である。ただし、冠水が例外的に浅

い年にはアモン稲が栽培できる耕地もかなりあり、農業収入や農業賃金労働機会に影響を与えている。

高収量品種ボロ稲は1985年以降本格的に導入された。それ以前は散播型のアモン稲とアウス稲 (雨季

作)の混播栽培で、乾季にはダル豆や野菜などが栽培されていた4、 このような雨季の冠水に適合し

た作付けは1990年までの瞬く間に姿を消し、近代的濯漑稲作へと一変した (図 1)。

本稿の課題である多就業の調査結果を提示する前に、村の農業経営規模と世帯の主な収入源の特徴

をまとめておく。農地を全く所有しない 表lQ村の世帯が主な収入源と主観的に認識している職業 (i994年 )

世帯は23%、 農業を営まない世帯は27%            ムスリム  ヒンドゥー  合計

を占める。農家
‐
世帯で最も多いのは経営                    

世帯数 %  世帯数 %
世帯

1)

面積0.5エ ーカー未満の零細農家である。   量羹賃金労働     ::||:1  12(9) 45(12)業賃金労働       34(15)   3 o)   37(10)

49

村で 6人家族がボロ稲単作の自作農業だ

けで生計を立てるとすれば1.5エ ーカー

の経営面積が必要だというが 5)、 そのよ

商業以外の自営業
2)   10 

“

)  69(51)   79 o2)
定額給与の恒常雇用

3)  24(10)   7 (5)   31(8)
42  (18)       0   (0)      42  (12)

2   (1 0 (0)    2 (1)
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出稼ぎ

うな農家は4分の1程 しかない。Q村で   柔冥喧

は土地無し世帯の比率が極端に増加せず

に農地が細分化され、経営規模の格差は

小さく、零細農家が大多数を占めている。

次節で提示する多就業構造と比較する

ために世帯の主たる生業を宗教別
6)に

示

しておく。表 1は、収入額から見て、世

帯にとって最も重要であると被調査者が

認識 している職業である。 農家世帯

(73%)の うち、農業で生計を立ててい

る世帯は12%し かない。農業賃金労働に

非農業経営世帯
農業賃金労働      31(14)   2 (1)
その他の日雇い      0 (0)   4 (3)
商業           4 o)   4 (3)
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[出所]1994年 の調査により筆者作成。

注)最 も重要な所得源を、被調査者の主観により示 した。
1)自作、小作の両方を含む。
2)小規模な加工業、および散髪や大工などサービス提供を行 うものなど。
3)教員ほか公務員、店員など。
4)施 し、援助、就労者がいないなど。
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主に依存する世帯は全体の19%(農家世帯の14%、 非農家世帯の36%)の みである。非農業の職業で

世帯の主たる収入源として重要なのは、ヒンドゥーでは各世帯が属するジャート (サ ブカースト集団)

に基づく自営業 (鍛冶、大工、竹製品製作など、 ヒンドゥー世帯の62%)、 ムスリムでは出稼ぎ (ム

スリム世帯の24%)で ある。出稼ぎ先はダカと周辺都市、南西部の中心都市クルナ、県庁所在地ボリ

シャルなどであり、東南アジアや中東など海外も含まれる。ここで注目される点は、村周辺では農業

賃金労働以外の日雇いや商業で世帯の主な収入源たり得るものが案外少ないことである。しかし、後

に述べるように、短期的にこれらの職に就く人は多く、実態はそれほど単純ではない。

調査地は、特定の地場産業が存在せず、主たる就業先足りえるような顕著な非農業の就業機会の創

出が日立ってみられない状況下で、都市と農村内の雑多な就業機会を活用しつつ、零細でありながら

先進的な稲作農業を営む地域と特徴付けることができるだろう。

2.多就業形態

では、農業を含めた多就業が如何に営まれているのか、以下に50の サンプル世帯に限り、詳細に見

てみよう。サンプル世帯は、農業だけで生計を立てていくことが困難と村人が考えている1.5エ ーカー

以下の農地経営面積の世帯の中から抽出した7、 33世帯はムスリム、17世帯はヒンドゥーである。ま

た農家世帯は37戸、非農家世帯が13戸である。

本節でサンプル世帯の多就業形態の概要と農業経営との関係、世帯の属性などを明らかにした上で、

次節でさらに世帯の事例により、多就業の状況を詳しく見てみよう。表 2にサンプル世帯の概要と調

査前の一年間に全世帯員が従事した職業を示した。世帯の属性と就業状況とをあわせて把握するため、

少々煩雑になるが、一覧にして提示する。

1)多就業状態の概要

(1)職業数と内容 :た った50戸の世帯がざうと見ただけでも40近 くの異なった職業に関与している。

稲作農業だけで生計を立てる農家世帯は存在せず、一つの職業のみに従事した非農家世帯は3世帯で

ある。農家世帯のうち、稲作農業と家庭菜園生産物の販売だけで生計を立てているのは3世帯のみ、

また非農家で農業賃金労働のみを収入源とする世帯は2世帯しかない。すなわち産業としての農業に

のみ収入を依存する世帯は5世帯しかないことになる。つまり、農業経営の如何に関わらず、サンプ

ル世帯の 9割が農業と非農業の生業の両方に依存している。

農家世帯では、農業外の職業数が 1つだけと2つ以上の場合では職業内容に大きな違いが見られる。

前者は、定額給与の恒常雇用 (大半が村外の都市で従事)ま たは自営業や規模の大きい商業 (すべて

村周辺で従事)であり、固定店舗や施設、特殊な技能、高等教育、資本などを必要とするものが多い。

一方後者の職業とは農業賃金労働、露天による小商い、出稼ぎなどであり、上記のような参入の制約

が比較的少ない。また前者の内容が多様であるのに対し、後者では世帯数の割に種類が少ない。非農

家世帯の従事する職業は、後者の職業内容とほぼ共通している。

け)就業期間と時期 :非農業の職業が 1つ の場合、恒常雇用はもちろんのこと、すべての職業がほ

ぼ一年中営まれているのに対し、 2つ以上ある場合では 8ケ 月以下の就業が半数を占め、 2-3ケ 月

以下の短期就業も少なからず見られる。なお、 5-8ケ 月間営まれている非農業の職業は、数ケ月ず

つ、年 2回の営為シーズンがあるものが半数を占めている。

0)職業の組み合わせ :2つ以上の非農業の職業が営まれている場合、職業の組み合わせにいくつ

かのパターンが見られる。① 9ケ 月以上の農業賃金労働と2ケ 月程のごく短期の出稼ぎなど (都市で
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の商い、 リキシャ引き、工場労働など)、 ②雨季前後 (約 6ケ 月間)に従事できる自営業と3-6ケ

月間の農業賃金労働、③複数の職業の重点を繁忙期に応じて数ケ月単位で交代させる、などである。

また、単に多就業と言うよりは、多部門就業であることが注目される。①自営か雇用労働かといっ

た就業上の地位をみても、②農業、零細加工業、商業と言った産業区分から見ても、③村周辺、Zバ

ザール、都市といった就業地で見ても分散している。農業とどのような農業外の職業を組み合わせる

かというよりは、農業外の職業の中でも多部門の組み合わせが採用されている。

に)収入とその季節変動 :紙幅の都合上、表 2に詳細を掲載できなかったが、恒常雇用を除いた農

業外の職業から得られる収入は季節変動がある。一方、短期的就業には変動がないか、あっても少な

い。この点については、後に詳し述べる。

5)屋敷地 (バ リ)内生産8):屋
敷地内で生産された野菜、樹木・竹、畜産物は、家庭で消費され

るほか、必要に応じて販売される。つまり、緊急に現金が必要になれば活用される価値の貯蔵の意味

をもつ。より多就業傾向の強い世帯よりも、一つの農業外の職業を持つ世帯においてこれらの生産物

を販売することが多いようである。

2)農業経営と多就業との関係

(1)農地所有 。経営規模 :あ くまでも一般的な傾向として、経営・所有面積とも大きい世帯では非

農業の職業は数が少なく、年間の就業期間が長くて規模が大きい。一方で経営・所有面積が小さい世

帯では短期的な非農業の職業に数多く従事する。また、後者では農業賃金労働が組み込まれているこ

とが多い。農業賃金労働を含めた非農業の職業を複数、短期間ずつ組み合わせて営む世帯の農業経営

規模は、おおむね0.5エ ーカー以下である。

村周辺で一年中一つの自営業や商業を営む世帯は所有・経営面積とも大きく (平均経営面積0.70エ ー

カー、同所有1.47エ ーカー)、 定額給与の恒常雇用に従事する世帯 (平均経営面積0.48エ ーカー、同

所有0.64エ ーカー)、 複数の農業以外の職業を持つ世帯 (平均経営面積0.35エ ーカー、同所有0.22エ ー

カー)に対して、やや規模の大きい農業を営んでいる。

侶)農業経営規模の拡大縮小 :農業外の職業が 1つ しかない世帯には所有する農地を小作に出し、

農業経営規模を縮小する世帯と、さらに小作地を借りて農業経営を拡大しようとする世帯の両方が見

られるのに対し、農業外の職業を複数持つ世帯には、農業経営規模を縮少しようという世帯は、女性

世帯主の世帯を除いては、見られない。すなわち多就業傾向の強い世帯では零細な農地をできるだけ

自作し、可能であれば、さらに小作地を借り入れて農業経営を拡大しようとしている。所有する農地

を借金の抵当に抑えられてもなお、その土地を自ら借り受けて耕作する小作形態 (表 2の「農業経営」

:「耕作形態」の欄の抵当小作)も多く見られる。

0)労働力の活用 :よ り明確に差が見られるのは、農作業のための労働力活用である。恒常雇用に

従事する世帯では、農作業全般に雇用労働力を用い、世帯員は指示監督のみを行っている。村周辺で

一年中一つの大規模な自営業・商業に従事 している農家では、雇用労働力を活用しつつ自家労働力も

投入することが多い。これに対して複数の農外の職業を持つ世帯は、経営規模が零細なこともあって、

主に自家労働力で耕作することが多い。ただし、自家労働力で楽に賄えるはずの規模しかなくても、

他の職業を優先するため、特定の農作業では雇用労働力を活用する世帯もある。

に)二期作の可能性と不確実性 :前述のように、Q村では冠水が浅く短い年には雨季作米 (移植型

アモン稲)の栽培が可能となる農地もある。サンプル50世帯のうち、 9世帯は毎年ほぼ確実にアモン

稲が栽培できる農地を持っている。また、15世帯では冠水が浅い年でも栽培可能な農地がない。13世



52 池 田 恵 子

サンプル世 状況と世 の特徴―
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農業外職業の種類と従事期間

9ヶ月間以上の従 5-8ヶ 月間の従事
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帯は冠水が例外的に浅い年にアモン稲を植えた経験が過去にあるが、調査前年は栽培しなかった。雨

季作米が栽培不可能であることは、多就業傾向に影響を与えていないように思われる。また、栽培が

可能かどうか雨季後半のかなり遅い時期にならないと分からない場合は、他の職業に従事した方が確

実だと判断するが多い。ただし、農業賃金労働者に限っては、雨季作米が植えられないと確実に分か

る時期になってから、出稼ぎを行っている。

3)多就業を行う世帯の特徴

(1)宗教 :都市への出稼ぎを行うのは例外なくムスリムである。このことが、ヒンドゥーよりもム

スリムの多就業傾向を高めている。

υ)家族形態 :多就業傾向の強い農業経営世帯では、拡大家族や合同家族がより多く見られるよう

である。一方で、就業者の数は、男性のみを見た場合、より少なくなっている。すなわち、この点は

バングラデシュ農村の多就業とは、世帯員間による就業先の分散というよりも、 1人の主要な就業者

が複数の職業に従事する傾向を持つものであるということを示唆している。

0)主要就業者の教育 :複数の農業外就業を営む世帯と非農業経営世帯では、学校教育の全くない

者が過半数を占める。一方、恒常雇用と大規模な自営業・商業に従事するものは高い教育を受けてい

る。この格差は、子ども・弟妹の教育においてさらに拡大していることが注目される。後者では、小

学校レベルで子供の教育をやめたり、進級が遅れたりする状況が多く見られる。

に)主要就業者の性別年令 :多就業傾向の高い世帯では、主要就業者が 30歳代の、つまり働き盛

りの男性であることが非常に多い。

4)小 括

以上、農村貧困世帯の多就業構造と農業経営を含めた世帯の特徴を見てきた。これらの世帯のほと

んどが産業として農業と非農業の両方に依存しているが、なかでも多就業傾向が著しい世帯の就業の

特徴を挙げると、以下のようになろう。農業賃金労働を含めて非農業の職業に複数従事しており、そ

れら職業はほぼ通年従事するものと短期間従事するものが組み合わされている。これらの組み合わせ

は、① 9ケ 月以上の農業労働と2ケ 月程のごく短期の出稼ぎなど (都市での商い、 リキシャ引き、工

場労働など)、 ②雨季前後 (約 6ケ 月間)に従事できる自営業と3-6ケ 月間の農業労働、③複数の

職業の重点を繁忙期に応じて数ケ月単位で交代させる、などである。職業の中には、高学歴が必要な

都市的職業や、大きな資本が必要とされる固定店舗や機械設備を供う職業は、ほとんど見られない。

非農業の職業は、職種、雇用形態、就業地などの点で、多様に組み合わされている。また、農業経営

は自家労働力が中心であり、零細経営でありながら脱農傾向は伺えない。主要な就業者の教育水準は

比較的低く、全く学校教育の経験のないものが過半数を占める。

次節では、多就業を営む世帯が、季節的な生産環境の変化に応じて、実際にどの時期にどのような

職業を営んでいたのかを、事例により検討しよう。そのために、まず環境の季節変化を、生産と飯米

確保と言う点で確認しておきたい。

3。 世帯事例

1)生産と飯米確保の季節変化

貧困層にとって、環境の季節変化の実生活への何よりも大きな影響は、季節的に食糧の確保が困難

になり、食生活が著しく乏しくなることである。中でも主食であり、農村住民の平均エネルギー摂取
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量の73.3%(BBS:1998)を 占める米が確保しにくくなることは、健康状態の悪化に関わる深刻な事

態を招く。村人によれば、貧困世帯が食べていくのに苦労する時期は年に 2回訪れる。 1回 日は雨季

の訪れと共に6/7月 から始まり雨季開けとその直後 (9/10-10/11月 )に ピークを迎える。 2回

日はボロ稲収穫直前の2/3-3/4月 である。どちらがより苦しいか、それは何故かは、世帯によ

り異なるのだが、概ね収入・雇用機会の不足、自家飯米が底をつく、米の値段が高い、の 3点が主な

理由として挙げられる。

図2 Q村における農業賃金労働者の平均雇用日数の季節変化   まず収入・ 雇用の不足を

(1993年 9月 -1994年 8月 ) みてみよう。職業により季

節的な収入の変動は異なる
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Ch°

4月
 の整地・耕起が行われる10

/11-11/12月 には15-20

日程で、苗の移植が行われ

る12/1月 に約25日 とピー

クを迎える。 2/3-3/

Bo

4   5

4月 には除草などのため、 4/5-5/6月 上旬には収穫のため約15日程である。しかし、 6/7-
8/9月 には前述の通リアモン稲の栽培面積が少なく、更に除草や化学肥料の散布などの作業必要量

が少ないため10日 以下であっ

た (図 2)。 冠水の深い年に

は、 7月 下旬から9月 上旬に

かけて農業労働の機会が全 く

ないこともあるという。
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あり、収穫直後の精米小売価

格にして93-140タ カとなる。
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図3 Q村 における零細加工業・サービス業収入の季節変化
(1993年 9月 -1994年 8月 )

[出所]1994年 の調査により筆者作成。
注)他 の職業にも従事する労働者の、①は農業賃金労働にも一年中

従事、②は一年中は従事しない。
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注) これらの自営業は、専業で従事する者はほとんどいないので、一年

中従事する者について示 した。
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味深いことに労働需要や作業内容に関わらず基本的に不変である。もう一つはティカと呼ばれ、単位

面積当たりの作業に対して賃金を支払う。主に田植えと除草に適用され、一日の賃金に換算して50-

75タ カである。定額日給が一般的で、ティカはごく少数の若く優秀な労働者に適用されている。従っ

て、収入は雇用日数の少ない雨季全般とボロ稲収穫直前に、他の時期より落ち込むことになる。

次にヒンドゥーが多く従事する竹製品 (直径約 2メ ートルの米貯蔵容器)製作、大工、鍛冶 (建築

用クギ製造)と、ジャートの生業と関係なく女性が従事している芦製のゴザ作成についてみてみよう。

収入は、図 3に示したように、雨季 (6/7-9/10月 )に は乾季の半分以下にまで落ち込む。まず、

生産量・営業日数が減る。第一に生産自体が困難だからである。大工仕事は雨が降るとやりにくく、

竹や鍛冶に使う石炭を乾燥させるのに一苦労である。更に、雨季には需要が低いため報酬または売値

も、乾季の 8割から6割程度に減少する。米を貯蔵する竹容器と米の脱穀作業に多く使われるゴザは

収穫期に需要が高まり、他の時期にはあまり売れない。大工仕事は農繁期を避けた乾季に注文が集中

し、雨季には注文が少ない。これら非農業の自営業の収入も、実は農作業の時期に影響を受けている。

しかし、農業労働のように年によっては雨季に全く就業機会がなくなることはない。

Q村のサンプル世帯は、上記以外の非農業の職業として商業 (バナナ、ココナツ、キンマの葉、養

殖用稚魚、ビスケットなど)、 その他の自営業 (小舟や自転車 リヤカーによる運送業、魚取りなど)

を営んでいる。それぞれ営為のピークは異なるが、雨季の方が乾季より活発で収益も高いものは、小

舟の船頭と魚取りだけで、他の活動は乾季に活発になる。ここでQ村の人々が日常的に買い物をする

Zバザールの一雑貨屋の売り上げからバザールの代表的な売り上げの変動をみておこう。この商店は

米穀、油、香辛料、菓子、タバコ、文房具、化粧品など約80種類の商品を扱う大きい商店である。売

り上げが最も多い1/2-2/3月 を100%と すると、 6/7-8/9月 の売り上げは25-30%に減

少し、ボロ稲収穫直前の 3/4月 は、農家世帯はボロ稲栽培に投資して手元に現金がないため12-15

%にまで落ち込むと言う。

飯米をどの程度自家生産で賄えるかは、経営規模だけでなく世帯員数やアモン稲栽培の可否、売却

又は借金の返済に充てられる量などにより異なる。一年中自家生産で賄える世帯は5し かない。その

他の世帯では、農業労働の現物賃金として入手される米を含めても、非農家世帯はもちろん、農家世

帯の大半が 1回 目の苦しい季節が終わるまでに自家飯米を食べ尽くしており、わずか 4世帯が自家飯

米を残している状態である。2回 日の苦しい季節には、その 4世帯も自家飯米が底を尽いている。

一方、精米 (中質米)の小売価格は、ボロ稲収穫時期の5/6月 に1キ ロ当たり10タ カだが、すぐ

上昇して 7/8月 に11.5タ カ、 9/10月 に12.5-13.0タ カと最高になる。11-1月 には他地域産の雨

季作米が入荷して11.0タ カに下がるが、 2/3-3/4月 には再び12.5-13.0タ カに上昇する。

2)世帯事例

これらの季節的な事情、すなわち雨季明けの 9/10-10/11月 とボロ稲収穫直前の2/3-3/4
月に雇用機会と飯米を確保するという点を考慮した上で、 4世帯の就業の季節パターンを具体的に見

てみよう。事例のカレンダーは、調査前 1年間 (1993年 9月 -1994年 8月 )の実際の就業と収入、飯

米の入手方法を思い出してもらったものである。また、職業の組み合わせについて、インタビューし

た内容の要旨を筆者が編集して示した。

(1)農業賃金労働を中心に短期間の出稼ぎを行う世帯

事例 1:0.3エ ーカーの農地を自作しながら、農業賃金労働にほぼ一年中従事し、 2ケ 月間のみ出稼



図 4 事例 1の世帯の季節ごとの就業内容と収入など (1993年 9月 -1994年 8月 )

1 農業 (自 作)(H,W)
(自 家労働力)

2 農業賃金労働 (H)

3 リキシャラ|き (H)

(夕

゛
力出稼ぎ)

F‐ 蔦業賃蚕労働てう
……

*(アモン栽培のある年
出稼ぎをしない)

ボロ稲整地、田植え、除草 :

バングラデシュ農村の季節的多就業

[出所]1994年の調査により筆者作成。
注) 就業内容の右に記した (H)な どは就業者 (H=世帯主)を示す。世帯員 5人 (H:M50 W40、 S:12、 D:7、 D:4)。

世帯員の標記は、Hか ら見て、W=妻、S=息子、D=娘、M=母など。右の数字は年齢を示す。なお、1モ ンは 37.3

K誅 1シ ェルは0.98Kg。 農業賃金労働の報酬として、このほかに1日 1回の食事が付 く。

ぎをする世帯。ほぼ一年中自家農業と農業賃金労働で生計を立てている。村周辺には他の職業を持っ

ていないため、雇用機会の少ない雨季やボロ稲収穫直前、アモン栽培が可能な場合も優先的に雇用さ

れる。調査前年 (1993年)は冠水が深くてアモン栽培が不可能だったため、ダカに住む実兄を頼り、

雨季明けに 2ケ 月間リキシャ引きをした。アモン稲が栽培できない年には決まってダカに出稼ぎに行

くが、行くかどうかは 9月 上旬のアモン移植がぎりぎり可能な限界の時期になるまで判断しない。雨

季の間は、アモン栽培用の農業賃金労働機会が無くても、自家飯米で食べていける。できるだけ村内

で雇用されるように努力している。そうすれば、雨季中やボロ稲の収穫直前にも継続して雇用される

可能性が高い。ダカや地方都市への出稼ぎは、親戚や知り合いが職を紹介できる場合を除き、かなら

ずしも出稼ぎに行けば、職が見つかるわけではない。稼得者が単身で出かけ、まとまった金額を貯め

て帰郷する。

12)営為可能な期間が決まっている自営業・商業と3-6ケ 月間の農業労働を組み合わせる世帯

事例 2-1:0.6エ ーカーの土地を刈り分け小作しながら、雨季には魚取りを、乾季には農業労働を

行う土地なし世帯。小作農業は、借りている0.6エ ーカーの農地が低いため、乾季作 (ボ ロ稲)しか

できないが、雨季にはアモン栽培より魚取りの方が収入が確実である。 しかし今年 (1994年)は、冠

水が浅く、地主が0.12エ ーカー分の農地でアモン稲を栽培することを要求しているので、応じないと

いけないだろう。魚取りは、冠水した田畑や川で自作のしかけ (ホ テイアオイの茎を浮きにして餌を

つけた釣り針)で釣り、毎日Zバザールや村の家々を回って売る。水が引けば魚取りはできなくなり、

ボロ稲栽培の準備と農業賃金労働を始める。農業賃金労働は田植えの時期でも月に10曰 くらいしか仕

事が無く、 3/4月 にはほとんどなくなる。道路整備の日雇いがあれば、数日でも働きに出る。家計

の状況は、小作の取り分と収穫の農業労働の給料として得た米があるときが一番よく、魚取りができ

る間はまあまあ、その後、ボロ稲の移植や除草などの農業賃金労働があるとき、ボロ稲収穫直前と苦

しくなる。去年は3/4月 に仕事がほとんどなかったので、地主から精米を 2モ ン (74.6キ ロ)借り

て、小作地からの収穫のうちから籾米 6モ ン (精米に換算して4.2モ ン)を返済に充てた。



図 5 事例 2-1の世帯の季節ごとの就業内容と収入など (1993年 9月 -1994年 8月 )
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[出所]1994年の調査により筆者作成。
注) 世帯員などの標記は事例 1に準じる。世帯員 6人 (H:M35 W80、 S:12、 D:10、 D:8、 D:4)。

事例 2-2:養殖用稚魚の仲買と農業を中心に行い、農業賃金労働と出稼ぎを短期的に行う世帯。

図 6 事例 2-2の世帯の季節ごとの年間就業内容と収入など (1993年 9月 -1994年 8月 )

[出所]1994年の調査により筆者作成。
注) 世帯員などの標記は事例 1に準じる。世帯員 5人 (H:M30 W:24、 S5、 S:0.5、 M65)。

0.4エ ーカーあった農地は、6000タ カの借金が返済できずに、抵当に取られた。その土地を借り受け

る形で小作している。一番重要な職業は養殖用の稚魚の仲買で、稚魚を漁民から買い集めて、Zバザー

ルや他の2つ のバザールで売る。その仕事があまり儲からない時期には、ダカ近郊のナラヤンゴンジ

にリキシャを引きに行く。農業賃金労働は、稚魚の仲買が無い時期のうち、最も雇用機会のあるボロ

稲の整地と田植え時期しか従事しない。その他の時期には、出稼ぎに行くか、稚魚の商売をしたほう

が儲かる。

0)複数の職業の重点を繁忙期に応じて数ケ月単位で交代させる

事例 3:農業賃金労働、大工、竹容器製造など6つの職業を繁忙期に応じて交互に行う世帯。ヒンドゥー

教徒であり、元々農業の傍ら大工をしていた。農地は数年前にすべて抵当に入れてしまい、現在農業

は営んでいない。世帯主は、大工道具を所有しない高齢の大エヘルパーで、棟梁について月に5日 間

ほど泊り込みで周辺の村々を回って作業をする。竹製の米貯蔵容器が売れるアモン稲の収穫期 (ア モ

13…
|

11500タカ/月

2ヶ 月で2000タ カを貯め

1 農業 (抵当小作)0,W)
(自 家労働力)

2 稚魚仲買 (H)

3 農業賃金労働 (H)

4 リキシャ引き(H)

(ナラヤンゴンシ
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図 7 事例 3の世帯の季節ごとの年間就業内容と収入など (1993年 9月 -1994年 8月 )

踪睾矮鱚器もニルの籾集=5モリの籾米
日/月 X50タカ=250タ カ/月

×60タカ=300タ カ/月

: 30-100タ カ/月 :

1 農業賃金労働 (Sl,S2,

W)

2 農業賃金労働 (H,Sl)

3 大工炒ハ―゚(H)

4 竹容器製造

(H,Sl)
5 芦マット製造 (W)

卵生産販売(D

から購入  i飯米入手方法

バングラデシュ農村の季節的多就業

[出所]1994年の調査により筆者作成。
注) 世帯員などの標記は事例 1に準じる。世帯員 5人 (H:M60 W45、 S:12、 S:8、 D6、 D8)。

ン稲の収穫が多い近隣郡から仲買人が庭先まで買い付けに来る)に は、そちらを優先する。農業賃金

労働は、ほとんど声がかからない。妻が芦のゴザを編んで売る。一年中売れるが、ボロ稲の整地・田

植えがある時期には、息子 2人とともに 3人で一緒に農業賃金労働をする方が儲かる。どうしても手

元に現金が無くて、米が買えないときは芦のゴザを売るか、鶏の卵を売るかして、米を買う。または

同じ屋敷地に家を建てて住んでいる夫のきょうだいの世帯から少量ずつ米を借りる。大量に米を貸し

てくれる人はいない。農業をしていないので、まとまった量の米を返済できないことを皆知っている。

3)小 括

多就業を構成する短期的職業は、従事する時期がほぼ決まっている。職業の中で、最も収入が多い

かまたは安定してリスクが少ないものを、決まった時期に選んで従事しているといえる。いくつかの

職業は、実際に従事されている時期以外には就業が成立しない性格のものではなく、実際に一年中従

事する者も存在する。決してこの時期にしか従事できないという事情があるわけでない。また、全般

的に農村での雇用が少なくなり、収入が減少する雨季と雨季開けの 9/10-10/11月 と、ボロ稲収穫

前の2/3-3/4月 には、その時期に就業可能な職業を選んだり、他の時期の就業を調整するなど

の努力が行われている。都市への季節的出稼ぎは 9/10-10/11月 の農業の端境期にほぼ決まって

いる。また、短期的な就業から得られる収益には、収入額の大きな変動がみられない。確実に収益や

雇用を確保できる時期を選択して従事していると考えられる。

雨季と乾季にできる複数の職業を組みあわせ、所得の落ち込みを修正するだけでなく、新たなピー

クを創出することにも成功している世帯もある。とはいえ、雨季に全員が同じ仕事を始めれば、商売

が成立しなくなることも予想される。また、村周辺で可能な小商いにしても、大都市への出稼ぎにし

ても、誰もが容易に参入できるわけではない。参入できても、儲けが出るコツをつかむまでには時間

がかかる。

複数の農業外就業を営むという選択を行う世帯は、おそらく他の選択が困難な大状況下にありなが

らも、最大限に生産環境の季節変化による就業への影響を平準化しつつ、農業への関与も継続しなが

ら、より安定して飯米を確保しようと努めている。
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おわりに

バングラデシュ農村の多就業とは、零細な農業と農業賃金労働、その他の非農業の生業や出稼ぎが

季節の推移を考慮して組み込まれており、きわめてはっきりとした季節的営為だといえる。多就業を

営む中心的主体は0.5エ ーカー未満の経営面積の農家と非農家である。これらの世帯は、生産環境が

もたらす雇用、したがって飯米確保の季節変化を平準化させるために、短期的な就業を含めて複数の

職業を営んでいる。

しかし、一方でこれら多就業の世帯の子どもの教育に注目すれば、多就業傾向の未来に不安をもた

ぎるを得ない。一つの大規模な非農業の職業を一年間通じて営む世帯では、子どもにより高い教育を

受けさせている。将来、これら世帯の子どもたちは自ら農作業をすることなく雇用労働力の監督だけ

を行いながら、より高収入の安定した非農業の職業につくことが可能となるだろう。その一方で、多

就業世帯の子どもの教育は遅れが日立ち、子どもたちは学校教育を早めに止めて雑業的な職業に従事

せざるを得なくなっている。

また、短期的な職業の日給や収益をみると、 主たる生業として営まれているよりも条件が悪くなっ

ている場合もある。悪い条件でも確実に収入を得られる方を選択しているともいえるし、多就業を営

む世帯が悪い条件に甘んじることを強いられているともいえる。これらの世帯は多就業構造からいか

にして脱却できるのであろうか。

最近、雨季にはリキシャも通れなかったZバザールから幹線道路までの道路が整備されて、ダカか

ら直通の定期バス便が開通したと聞いた。 トタン屋根の平屋の店しかなかったZバザールに、レンガ

つくりの店が増えているそうである。今後、都市へのアクセスが容易になれば、Q村の非農業の職種

も多様化するであろう。それによって貧困層の就業構造は如何に変化するであろうか。多就業化がす

すむのであろうか、または脱農化や特定の固定された非農業の職業と農業の兼業の増加という、多就

業とは逆向きの変化がおこり得るのだろうか。

また、Q村には1986年 よリグラミン銀行や大手のNGOを中心的な推進母体とする小規模制度金融

が導入され、本稿で対象とした貧困層の多くがその受け手であった。本稿では農村金融のあり方の変

化と就業構造の関係については触れなかったが、小規模制度金融が浸透することにより、就業構造が

変化し、飯米確保の手段も大きく変わった可能性がある。農村労働市場と金融市場を合わせて検討す

ることは、今後の課題としたい。

注

1)屋敷地 (バ リ)は、単一父系集団に属する数～数十世帯により構成される。女性の日常的な活動

範囲は屋敷地内に限られている。

2)農業経営に一切携わらない賃金労働を指す。バングラデシュの場合、通常は一日、せいぜい数日

単位の契約であるが、まれに年雇も見られる。

3)Q村は戸数1315の 大きな村であり、調査対象はその北部の365世帯で北接するZ村のバザールを利

用する地域のみである。以下、特に断らない限りQ村北部をQ村と称する。

4)1983/84年のQ村 (Q村全体)の作付けは、総耕地面積1,073エ ーカーにアウス稲が944エ ーカー、

アモン稲が886エ ーカーであり、在来種と高収量品種ボロ稲はそれぞれ15エ ーカーと9エ ーカー

にi邑 ぎなかった (BBS 1988:188)。

5)村人によるこの試算は、谷口や藤田による試算 (そ れぞれ1.8エ ーカー、1,2-1.7エ ーカー)と ほ

ぼ一致している (TANIGUCH1 1987:59、 及び、藤田 1993:86)。



バングラデシュ農村の季節的多就業

6)宗教は以下のような点で就業形態と関連がある。印パ分離独立、バングラデシュ独立の両混乱期

に大地主や大商人を中心に大量のヒンドゥー人口がインドに流出し、現在バングラデシュに居住

するヒンドゥーの多くはジャートが特定の自営的生業と結びついているノモシュッドロである。

都市への出稼ぎ者にはムスリムが多い。チッタゴンの出稼ぎリキシャ引きは例外なくムスリムで

あるといった事例報告もある (高田 1992:70)。

7)Q村のユニオン0チ ョキダリ税 (地方税)の査定額名簿に基づき、査定額がゼロの最貧困世帯と

査定額が低い世帯に高い若干の比重をかけ、365世帯から50世帯 (33世帯はムスリム、17世帯は

ヒンドゥー)を抽出した。ユニオン・ チョキダリ税は、土地所有面積、家屋の状況、生活水準な

どに応じて 5年ごとに税額が査定される。Q村の徴税係 (チ ョキダール)と 村人によると、税額

によって以下のように世帯を分類できるという。①O-9タ カが、財産がほとんどない極貧、②10-

19タ カが中の下で生活が苦しい、③20-49タ カが中の上でなんとか自力で生活していける、④50

タカ以上が豊かで生活に困らない。92/93年査定の納税額からみたQ村世帯の比率は、①極貧9.

3%、 ②中の下34。 0%、 ③中の上37.5%、 ④豊か19。 1%であった。この査定額名簿は、移出世帯が

記載されていたり、分離した世帯が別にされていなかったりと正確さには欠けるものの、大まか

に村内の世帯の相対的な経済状況などを知るには便利な情報である。

8)屋敷地生産は、農村世帯の収入の 1-2割を占めると言う (伊東 :1999)。

9)労働者への分配比率は、不作年の 1/7か ら、豊作年の 1/10ま で、作況により決められる。0.2

エーカー分の稲を収穫し、その日のうちに脱穀を済ませるには4人の労働者が必要だという。平

均収量12モ ンとして、 1/10を受け取ると、一人当たり0.3モ ン (=約 11.2Kg)の籾米を受け取

ることになる。アモン稲の収穫時には、籾が落ちにくく作業が面倒なため、収穫物の 1/5か ら

1/6が もらえる。
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